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第 講座

学習日　　月　　日

3 2年の生物・地学

10	 	

１　生物の体のつくりとはたらき
⑴ 細胞のつくり　核と細胞膜は動物・植物の細胞に共

通。細胞壁，葉緑体，液胞は植物の細胞に見られる。

⑵ 植物のはたらき

① 光合成　日光を受けると，葉緑体でデンプンなど

の栄養分がつくられる。

② 呼吸　植物も動物と同じように一日中呼吸をする。

③ 蒸散　気孔から水蒸気を出す。

⑶ 動物のはたらき

① 消化と吸収　食物は，吸収しやすい物質に変えら

れ，小腸の柔毛から吸収される。（→1）

② 呼吸と排出　肺では酸素のとり入れと二酸化炭素

の放出が行われている。アンモニアは肝臓で尿素な

どに変えられて，じん臓でこし出され，尿として体

外に排出される。酸素や栄養分，不要物は血液によ

って運ばれている。（→2）

③ 刺激と反応　刺激の信号は，感覚器官→感覚神経

→中枢神経→運動神経→運動器官と伝えられて反応

が起こる。意識とは無関係に起こる反応を反射とい

う。（→3）

２　天気の変化
⑴ 飽和水蒸気量　空気 1 m3 中にふくむことのできる

水蒸気の最大量。

⑵ 湿度　空気の湿りぐあい。

湿度〔%〕＝空気 1 m
3 中にふくまれる水蒸気量〔g/m3〕

その温度での飽和水蒸気量〔g/m3〕 ×100

⑶ 圧力　 1 m2 あたりの面を垂直に押す力。

圧力〔Pa〕＝ 力の大きさ〔N〕
力のはたらく面積〔m2〕

⑷ 大気圧（気圧）　空気の重さによる圧力。

⑸ 高気圧と低気圧　高気圧の中心付近では下降気流，

低気圧の中心付近では上昇気流が起こる。

⑹ 気団　気温や湿度が一様な空気のかたまり。

⑺ 前線　性質の異なる気団が接する面を前線面，前線

面が地表と交わる部分を前線という。（→5）

① 寒冷前線　寒気が暖気を押し上げながら進む。

② 温暖前線　暖気が寒気の上にはい上がって進む。

1ヒトの消化のしくみ

2ヒトの血液の循環

3刺激と反応

4雲のでき方

5寒冷前線と温暖前線

寒冷前線 温暖前線

水蒸気は凝結し，水滴に変わる。

さらに気温が下がり，氷の粒が
でき始める。

上空は気圧が低いので膨張し，
気温が下がる。

あたためられた空気は上昇する。

露点に達する。

胆汁には消化酵素はない。

高層雲
乱層雲

前線面

前線面
積乱雲

寒気 寒気暖気 暖気

前線前線

雲

空気のかたまり

水滴

日光

水蒸気

地表

脳（大脳）

せきずい
感覚神経

運動神経

筋肉

感覚器官

デンプン ブドウ糖

タンパク質 アミノ酸

脂　　肪 脂肪酸
モノグリセリド

だ液

刺激

反応

胃液 胆汁 すい液
小腸の壁の
消化酵素

体の各部

肺
肺動脈

肺静脈

大静脈
大動脈心臓

肝臓

じん臓

小腸

二酸化炭
素を多く
ふくむ血
液が流れ
る。

尿素が少
ない血液
が流れる。

酸素を多
くふくむ
血液が流
れる。

食後，栄
養分を多
くふくむ
血液が流
れる。
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確 認 問 題第 講座

学習日　　月　　日 11第 3講座　2年の生物・地学

1　次の問いに答えなさい。
⑴ 細胞膜，細胞壁，葉緑体のうち，動物の細胞，植物の細胞のどちらにも見られるつくりは何か。

〔 細胞膜 〕

⑵ デンプンはだ液やすい液などによって消化され，最終的に何という物質になり，小腸の柔毛から吸収

されるか。� 〔 ブドウ糖 〕

⑶ 細胞呼吸によってできたアンモニアは，肝臓のはたらきで無害な尿素に変えられる。尿素などの血液

中の不要物は，何という器官でこし出されるか。� 〔 じん臓 〕

⑷ 目や耳のように，刺激を受けとる器官を何というか。 〔 感覚器官 〕

⑸ 空気 1 m3 中にふくむことのできる水蒸気の最大量を何というか。 〔 飽和水蒸気量 〕

⑹ 高気圧の中心付近では，ふつう，上昇気流，下降気流のどちらが起こっているか。

〔 下降気流 〕

⑺ 1辺が 6 cm で質量 360 g の立方体を床の上に置いたとき，立方体から床にはたらく圧力は何 Pa か。

ただし，100 g の物体にはたらく重力の大きさを 1 N とする。� 〔 1000 Pa 〕

⑻ 性質の異なる気団が接する面が地表と交わる部分を何というか。 〔 前線 〕

⑼ ある観測地点で，前線の通過後に気温が下がった。この観測地点では，温暖前線，寒冷前線のうち，

どちらの前線が通過したと考えられるか。� 〔 寒冷前線 〕
▶⑴核と細胞膜は，動物の細胞と植物の細胞のどちらにもある。細胞壁，葉緑体，液胞は植物の細胞で見られる。
⑵ 3.6〔N〕÷（0.06〔m〕×0.06〔m〕）＝1000〔Pa〕。

2　次の にあてはまる語句を書き入れなさい。

▶⑭反射の例としては，「ボールが飛んできて思わず目を閉じた」や「食べ物を口に入れるとだ液が出た」などがある。⑮～⑰反
射が起こるときは，刺激が脳に伝わるより前に，せきずいなどの大脳以外の器官から命令が出て反応が起こる。

脳やせきずいをまとめて

　　　　　　　　という。

そこから枝分かれした

⑦ や ⑧ を

　　　　　　　　という。

植物の葉の断面

刺激と反応

葉の表面では，葉脈として見える。

根から吸い
上げた水や
養分を運ぶ。

光合成が行わ
れる緑色の粒。

葉でつくった
栄養分を運ぶ。

表皮

④ 維管束

③ 葉緑体
① 道管

② 師管

⑥

⑤ 気孔

脳

せきずい筋
肉

感覚器官

⑦

⑧

感覚神経

⑨ 中枢神経

⑩ 末しょう神経

運動神経

外部からの
刺激を受け
とる器官

⑥ からの信号を

⑨ に伝える神経

⑨ からの信号を運動

器官に伝える神経

意識とは無関係に起こる反応

を　　　　　　という。

意識して起こす反応の経路

感覚器官→　　　　　 神経

→せきずい→

→せきずい→　　　　　　神経

→運動器官

⑪ 感覚
⑫ 脳
⑬ 運動

意識とは無関係に起こる反応の経路

感覚器官→　　　　　 神経

→　　　　　　

→　　　　　 神経→運動器官

⑮ 感覚
⑯ せきずい
⑰ 運動

⑭ 反射
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演 習 問 題

12	 第 3 講座　2年の生物・地学

� アルミニウムはく

緑色ではない部分

1　植物の光合成を調べるため，ふ入りの葉をつけたアサガオの鉢
はち

を一昼夜

暗室に置いたあと，右の図のようにふ入りの葉の一部をアルミニウムはくで

おおい，日なたに数時間置いた。次に，その葉をつみとってアルミニウムは

くをはずし，熱湯につけ，さらに温めたエタノールにしばらくつけた。その

あと，水ですすぎ，ヨウ素液をかけると，緑色ではない部分とアルミニウム

はくでおおった部分は色の変化がなく，それ以外の部分は変色した。これに

ついて，次の問いに答えなさい。

⑴ アサガオの鉢を一昼夜暗室に置いたのは何のためか。簡単に書きなさい。

〔 葉の中のデンプンをなくすため。 〕

⑵ この実験で，温めたエタノールにアサガオの葉をしばらくつけたのはなぜか。次のア〜ウから 1つ選

びなさい。� 〔 イ 〕

ア 葉の水分を除くため。　　イ　葉を脱色するため。　　ウ　葉を消毒するため。

⑶ この実験で，葉にヨウ素液をかけて変色した部分は何色になったか。次のア〜エから 1つ選びなさい。

〔 ウ 〕

ア 白色　　イ　緑色　　ウ　青紫色　　エ　赤色

⑷ ⑶の変色から，葉には何ができていたといえるか。その名称を書きなさい。� 〔 デンプン 〕

⑸ この実験の結果から，光合成には何が必要であるといえるか。次のア〜エから 1つ選びなさい。

〔 エ 〕

ア 光と水　　イ　水と二酸化炭素　　ウ　二酸化炭素と葉緑体　　エ　葉緑体と光
▶⑴暗室に置いておくと，デンプンは水にとけやすい物質に変えられて，師管を通って他の部分に運ばれる。⑵エタノールは
緑色になる。⑸緑色ではない部分には葉緑体がない。アルミニウムはくは光をさえぎる。

2　右の図 1はヒトの消化にかかわる器官の
一部を，図 2はヒトの血液の循環の一部を

表している。次の問いに答えなさい。

⑴ 図 1の㋑で出される消化液によって主に

分解される栄養分を，次のア〜ウから 1つ

選び，記号で答えなさい。� 〔 イ 〕

ア デンプン イ タンパク質

ウ 脂肪

⑵ ⑴で答えた栄養分は，最終的に何という物質に変えられて，吸収されるか。� 〔 アミノ酸 〕

⑶ 次の文は，図 1の㋐のはたらきについて述べたものである。①，②にあてはまる語句をそれぞれ答え

なさい。� ①〔 胆汁 〕　②〔 アンモニア 〕

　　㋐は，（　①　）という消化液をつくっている。（　①　）には消化酵素がふくまれないが，脂肪の分解を

助けるはたらきがある。また，㋐は，細胞呼吸によってできた不要物である（　②　）を，尿素などの無

害な物質に変えるはたらきをしている。

⑷ 図 2の a の血管には，食後，消化・吸収された栄養分が多くふくまれる血液が流れる。図 2の b，c が

それぞれ表す器官を，図 1の㋐〜㋓から 1つずつ選び，記号で答えなさい。� b〔 ㋐ 〕　c〔 ㋒ 〕

⑸ 図 2で，心臓から出た血液が肺に送られ，再び心臓に戻ってくる一連の流れを何というか。

〔 肺循環 〕
▶⑴⑵図 1の㋑は胃である。胃から出される胃液は，タンパク質を分解する。タンパク質は胃液，すい液，小腸の壁の消化酵
素によって，最終的にアミノ酸にまで分解される。⑶図 1の㋐は肝臓で，胆汁をつくり，アンモニアを尿素に変える。

肺

心臓

全身の細胞

図１ 図２

a
b

c

㋐
㋑

㋒㋓SA
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第 3講座　2年の生物・地学 13

3　天気や湿度について，次の問いに答え
なさい。

⑴ ある地点で，午前 9時の天気を観測す

ると，右の観測結果のようになっていた。

この観測結果を天気図に使われる記号で

表すとどうなるか。図 1の㋐〜㋓から 1

つ選び，記号で答えなさい。�〔 ㋒ 〕

⑵ ⑴の観測を行ったとき，乾湿計の示度

は図 2のようになっていた。このときの

湿度は何%か。右の乾湿計用湿度表を用

いて，求めなさい。�〔 46％ 〕

⑶ ⑵のとき，この空気 1 m3 がふくんで

いる水蒸気の量は約何 gか。右の気温

と飽和水蒸気量の関係を示した表を用い

て，小数第 2位を四捨五入し，小数第 1

位まで求めなさい。�〔 7.5 g 〕

⑷ 次の文は，雲のでき方について説明し

たものである。①，②にあてはまる語句

をそれぞれ答えなさい。� ①〔 気圧 〕　②〔 露点 〕

地表付近であたためられた空気が上昇すると，上空ほど（　①　）が低いために膨張して，温度が下がる。

やがて，ある高さで空気の温度が（　②　）に達すると，空気中の水蒸気が小さなちりを核として凝結し，

水滴や氷の粒になり，雲ができる。
▶⑵乾球の示度は 19℃，湿球の示度は 13℃で，その差は，19−13＝6〔℃〕　⑶気温が 19℃のときの飽和水蒸気量は
16.3 g/m3，この空気の湿度は⑵より，46%だから，16.3〔g/m3〕×0.46＝7.498〔g/m3〕

4　右の図は，1月のある日の天気図である。これについて，次の
問いに答えなさい。

⑴ 右の図に見られるような，特徴的な冬型の気圧配置を何という

か。次のア〜エから 1つ選び，記号で答えなさい。�〔 ウ 〕

ア 北高南低 イ 南高北低

ウ 西高東低 エ 東高西低

⑵ 冬に日本の天気に影響をおよぼす気団は何か。次のア〜ウから

1つ選び，記号で答えなさい。� 〔 ア 〕

ア シベリア気団 イ オホーツク海気団 ウ 小笠原気団

⑶ 図中の×印は高気圧や低気圧の中心を，数字は×印の地点における気圧を表している。図中の P点

における気圧は何 hPa か。� 〔 1012 hPa 〕
▶⑴⑵冬の天気は，シベリア気団の影響で，西に高気圧，東に低気圧が発生し，等圧線が縦に並ぶことが多い。このような気
圧配置を西高東低という。⑶等圧線は，ふつう 4 hPa ごとに引き，20 hPa ごとに太線で表す。

5　次の文の①〜③にあてはまる語句をそれぞれ答えなさい。
①〔 低気圧 〕　②〔 台風 〕　③〔 小笠原 〕

　熱帯の海上で発達した熱帯（　①　）のうち，中心付近の最大風速が 17.2 m/s 以上のものを（　②　）という。

6月ごろの（　②　）は中国大陸に，8〜 9月に発生した（　②　）は日本へ上陸する進路をとることが多い。

（　② ）の進路が季節ごとに変わるのは，夏に発達する（　③　）気団と偏西風の影響である。
▶台風は，日本付近では偏西風の影響で北東に移動し，小笠原気団の勢力が強いときは，小笠原気団のふちに沿うように進む。
このため，季節によって台風の進路が異なり，小笠原気団の勢力が衰える秋には日本へ上陸することが多くなる。

乾湿計用湿度表

20 100 91 81 73 64 56 48 40
19 100 90 81 72 63 54 46 38
18 100 90 80 71 62 53 44 36
17 100 90 80 70 61 51 43 34
16 100 89 79 69 59 50 41 32
15 100 89 78 68 58 48 39 30
14 100 89 78 67 57 46 37 27
13 100 88 77 66 55 45 34 25

0 1 2 3 4 5 6 7

【観測結果】
・雨は降っていなかったが，雲の量は空全体の約７割だった。
・風は南西からふいていて，風力は４だった。

図１

図2

北
㋐

北
㋑

北
㋒

北
㋓

30

20

10

0

℃

飽和水蒸気量〔g/m3〕
気温〔℃〕

18.3
21

16.3
19

14.5
17

12.8
15

11.3
13

10.0
11

気温と飽和水蒸気量の関係

乾球と湿球の目もりの読みの差〔℃〕乾球の読
み〔℃〕

P

高高高

高高高

低低低

低低低

105410541054

105210521052

984984984

992992992
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塾・学校の先生限定サイト

お問い合わせフォーム

Bunri Teachers’Site 

紙面サンプルはここまでです。

弊社教材サンプルをご覧いただき
ありがとうございます。

登録無料で、他にも便利な機能がたくさん！
ぜひお役立て下さい。

Bunri Teachers’Site へのご登録で、
全ページ版をご覧いただけます。

教材サポート 最新の教育情報 各種教材やテストの
お問い合わせ・お申込み

※Bunri Teachers’ Siteは，塾・学校の先生方のための情報サイトです。
　ユーザー登録していただくことで，会員限定の詳細情報をご覧いただくことができます。
　本サイトは一般の方のご利用をお断りしております。予めご了承ください。

単元テスト、指導用資料、
学習サポートアイテムなど
指導をサポートするコンテンツ

社会時事問題、高校入試分析、
教科書採択情報など最新の
教育に関する情報をお届け

生徒さま一人一人に合った教材・
テスト・デジタルコンテンツを
ご提案

会員登録はこちら
※ご登録には弊社発行の招待コードが必要です。

招待コード発行や教材の内容・ご購入方法等
お気軽にお問い合せ下さい。

https://contact.gakken.jp/user/op_enquete.gsp?sid=1244&mid=000604Cs&hid=2h1N82P2L_0
https://bts.bunri.co.jp/Home/Debut?utm_source=sample_pdf&utm_medium=pdf_link&utm_content=spring_science_C3

	0001
	中学春期必修理科新3年10-13
	サンプルpdf_最終ページ_問い合わせリンク入り



